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研究員　加地　奈々

１ 課題設定の必要性 メダカは絶滅危惧種であり、必要性は高
い。

（背景、社会的ニーズ）
5 ／５

２ 課題の新規性、独創性 他県との情報交換も密にして頂きたい。

4 ／５
３ 目的・内容の整合性 行政と連絡を取り合い生息地保全に

つなげて欲しい。
妥当性

4 ／５
４ 研究手法の的確性、 在来魚の生息域推定は慎重に行って

頂きたい。
技術的可能性

4 ／５
５ 成果の期待度 成果に期待したい。

5 ／５
総合評価 県内の生息環境悪化をくい止め、希少

種の保全に努めて欲しい。

4.4／５

「注」　評価点の目安

試験研究機関の処置

市町村や地域住民と情報を共有し、連携をとりながら生息地保全に、
つなげていきたい。

点数 5 4 3
やや低い 低い
2 1

評価 高い やや高い 普通
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